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　第94巻 6号を会員の皆さまにお届けします。本
号では症例報告 1編，海外だより 1編，学会報告
として泌尿器科と総合安全衛生管理機構の例会報
告，CMJのCase Report 3編が掲載されていま
す。
　症例報告は，佐藤　豊先生らの transabdominal 
preperitoneal approach（TAPP）法による鼠径
ヘルニア修復術後 3病日に脾門部から大量出血を
みた症例の報告です。近年，腹腔内から両側鼠径
部を観察できるTAPP法による腹腔鏡下鼠径ヘ
ルニア修復術が広く普及してきていますが，その
有用性の反面，重篤な合併症も起こりうることを
示しており，警鐘を鳴らす意味でも貴重な報告と
考えます。
　海外だよりは，千葉大学整形外科学の佐藤祐介
先生によるオーストリアUniversity of Salzburg
への留学報告です。海外留学は，特に英語圏でな
い国においては生活面で苦労することも多々あり
ますが，それを上回る経験を得ることができると
思います。近頃はあまり留学に興味を持たない若
者が増えているように感じられますが，ぜひ若い
先生方には一読していただき，海外留学にも目を
向けていただきたいと思います。
　第1376回千葉医学会例会・第38回千葉泌尿器科
同門会学術集会報告では24題の演題があり，症例
報告から臨床研究・基礎研究，関連病院活動まで
幅広い内容で構成されており，泌尿器科の活発な
活動がうかがえます。また，第1378回千葉医学会
例会・総合安全衛生管理機構研究発表プログラ
ム（第 6回桜美会）には 4題の演題があり，主に
大学生を対象とした臨床研究と肝癌幹細胞をター
ゲットとした新規治療法を目指した基礎研究で構
成されており，非常に興味深い会であったことが
推察されます。
　CMJには千葉大学整形外科学の寺川寛明先生
らによる人工股関節全置換術を施行したシャル
コー関節の報告が掲載されています。シャルコー
関節に対する人工股関節置換術は禁忌とされてい
ましたが，術前画像ソフトウェアによるプランニ
ング，アプローチ法の工夫，材料の選択によって
有効に施行されています。単なる症例報告にとど
まらず，医療の進歩が感じられる報告になってお
ります。また，清水直樹先生らは両方向性グレン
手術後の低換気環境下において，近赤外線分光法
を用いた脳血流評価をベッドサイドで行った症例
を報告しています。近赤外線分光法は手技的に計
測が容易であり，ベッドサイドモニターとして今
後の応用が期待される内容であります。清水直樹
先生らはもう 1編，敗血症性ショックのような症
状を呈した乳児におけるヒトパレコウイルス感染
を報告しています。パレコウイルス感染について
はいまだ全容が解明されていないものの報告例が
増えてきており，今後注意すべき感染症として知
識を有するために貴重な報告と考えます。
　その他，今号では第12回ちばBasic & Clinical 
Research Conferenceのお知らせがあります。毎
回，充実した内容になっておりますので，多くの
方のご参加を期待しております。また，第11回
（2019年度）千葉医学会賞及び奨励賞候補者の公
募のお知らせもぜひご覧ください。千葉医学会に
は優れた研究者が多く会員となっていおります。 
皆さま，奮って応募ください。
　千葉医学，CMJの益々の発展のために，今後
も会員の皆さまのご支援，ご協力をどうぞよろし
くお願いいたします。
 （編集委員　大塚将之）
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